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＜例示＞崩土の直撃タイプの被害範囲検討方法 

1）運動方程式に基づく方法 1) 

移動速度と抵抗力の運動方程式として到達距離を算定する方法がある。 
 

2）数値シミュレーションに基づく方法 

崩土の直撃タイプにより被害のおそれのある区域は，深層崩壊の発生場所及び

規模が想定できれば，崩壊土砂の挙動を表現可能な数値計算手法で設定できる。

崩壊土砂の挙動を表現可能数値計算手法としては，①崩壊土砂を連続体として扱

う手法2)，3)，②崩壊土砂を個別要素法により表現する手法4)などが提案されている。 
 

3）過去の崩土の到達実績による検討方法 

深層崩壊に起因する崩土の到達距離については，過去の実績を取りまとめた事

例5)が参考となる。 
 

4）段波の検討 

川沿いで発生した深層崩壊による土砂は，場合によっては対岸にまで達するお

それがあるので留意する。さらに，増水した河川等に崩壊土砂が流入した場合は，

対岸や上下流等においても被害が生じる場合があることにも留意する。深層崩壊

に起因する段波の到達距離については，平成23年台風12号の実績6)が参考となる。 
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6 被害想定の詳細検討 

＜考え方＞ 

被害の詳細把握は，深層崩壊に起因する氾濫範囲内の資産・重要施設等の分布状況，

地形の詳細などを設定・把握するために行う。 
 
＜標準＞ 

＜手段＞ 

被害の詳細把握は，以下の手法によって行うことを標準とする。 
氾濫範囲の評価を行う二次元計算はメッシュ標高を使用しているため，河川の比

高・保全対象と氾濫範囲の位置関係について，現地で照査を行う。 
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